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特徴を以下に示す。

・専用エンジンポンプで高圧水を発生させ、土砂搬送に適したシステムとしたもので、吸引に

よる浚渫と圧送を同時に行うことが出来る。

長所と短所を以下に示す。

・長所 ：こぶし大までの土砂、礫を浚渫・圧送することが可能である。

・短所 ：こぶし以上の礫は詰まりの原因となるため、スクリーンやスノコ等で除去する必要が

ある。

技術的課題を以下に示す。

・施工能力を向上するためには、詰まりの原因となる大きい礫の除去装置の付加が必要である。

・北海道電力発注の静内発電所調整池土砂浚渫工事（平成 20 年 12 月～平成 21 年 8 月）では、

290m3/日の処理が可能であった。ただし、高圧水を利用した水搬であるため、含水率が高い。

1.5.4 自然調節式

(1) 益田川ダムの自然調節方式

益田川ダムは、治水専用であることから平常時は全く水を貯めず、現況河床高に設けた 2 門

の常用洪水吐きを通じて上流からの土砂を排砂するとともに、魚類等の遡上を可能にする穴あ

きダムである。この方式は、長野県浅川ダムでも採用されたように、ダムの堆砂や河川環境の

保全等を解決する方策として、流砂系ダム群の中でいろいろな役目の分担化が考えられる。表

-1.5.2 にダムの諸元、図-1.5.35 に益田川ダムの仕組み等を示す。

表-1.5.2 ダムの諸元 24)

ダム名 益田川ダム

河川名 ２級河川益田川水系 益田川

位置 島根県益田市久々茂町地先

形式 重力式コンクリートダム

堤高 ４８．０ｍ

堤頂長 １６９．０ｍ

堤体積 １０６，４００m3

集水面積 ８７．６ｋｍ２

湛水面積 ０．５４ｋｍ２

総貯水容量 ６，７５０，０００ｍ３

有効貯水容量 ６，５００，０００ｍ３

堆砂容量 ２５０，０００ｍ３

非越流部標高 EL ７７．０ｍ

設計洪水位 EL ７６．０ｍ

サーチャージ水位 EL ７２．７m

オリフィスによる自然調節

高さ３．４ｍ×幅４．４５ｍ×２門

クレスト自由越流

高さ３．３ｍ×幅１１．５ｍ×７門

計画高水流量 ９５０ｍ３／ｓ

ダム設計洪水流量 １，５８０ｍ３／ｓ

常用洪水吐

非常用洪水吐
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図-1.5.35 標準断面図・仕組み解説・下流面図 24)

図-1.5.36 ダム上流側 常用洪水吐 24)
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図-1.5.37 ダム下流側 減勢工 24)

■常用洪水吐きからの自然排砂

洪水時に流入する土砂は、図-1.5.38 に示すように洪水の初期と末期に常用洪水吐きから下

流河道に自然排砂させる。

図-1.5.38 洪水吐きからの自然排砂の仕組み 25)

■摩耗対策

常用洪水吐きは、流入土砂などのため通常の構造用コンクリートでは摩耗が懸念されるため、

摩耗の度合いに応じて表面を、①高強度コンクリート、または、②ステンレス鋼で覆う対策を

採用している。図-1.5.39～図-1.5.41 にライニング状況を示す。
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図-1.5.39 洪水吐きライニング状況 25)

図-1.5.40 副ダムライニング状況 25)

図-1.5.41 副ダム越流部ライニング状況 25)
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